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 【目的】 
①  ①在宅や施設で働く、介護従事者の仕事の満足度や帰属意識について調査分析することに  
より、介護従事者の仕事に対する思いを明らかする。  
②  ②職場環境の違いが仕事の満足度や帰属意識に与える要因を導き出す。  
③  ③①②の結果をもとに職員の定 着 率 に つ な が る 方 向 性 を 探 求 し 、 今 後 の 現 場 で の  
介 護 労 働 環 境 の 整 備 、介 護 労 働 者 の 処 遇 改 善 策 等 を 提 案 し 、介 護 サ ー ビ ス の
質 の 向 上 へ 繋 げ る  
【方法】 
対象者：九州管内の福祉施設、介護事業所で勤務する介護従事者  
抽出方法：福祉施設一覧表から無作為に施設 300 を抽出しアンケート依頼願いをする。  
調査方法：許可させた施設に対し 20人分の質問票を入れ郵送する。  
※返信は倫理的配慮を行い、個人の封筒に封をして回収し返送してもらう。 
アンケート回収数：特別養護老人施設 4 施設 63 人、障害者施設 12 施設 208 人、老人福 
祉施設 3 施設 58 人，通所施設 2 施設 13 人，訪問施設 4 施設 52 人，計 25 施設 394 人 
有効データー 365 
【結果】 
帰属意識は＜肯定的群＞＜どちらでもない＞＜否定的群＞と 3 段階に分ける。介護 
職の帰属意識は全体的には肯定的であった。中でも組織のために働きたいという積 
極的意欲は 67％，組織の目標・規範・価値観を受け入れる意欲は 59％、安定は 50％ 
と高値であった。しかし、この仕事に残りたいという積残は 37％であった。満足度 
は＜満足群＞＜どちらでもない＞＜不満足群＞の 3 段階として分ける。「人間関係」 
は 75％「職務内容」は 70％と満足度が高い結果であった。「職場環境」は 49％、「給 
与」は 24％と低かった。中でも「現在の収入は、生活をしていくのには十分である」 
は特に低く 7 点中平均 2 点であった。しかし帰属意識と給与との満足度の相関関係  
は認められなかった。  
【考察】 
「給与」の不満度が高値また帰属意識の「積残」が低値の結果から，この職業に
対する将来の不安は「給与」にあると考えられる。「職場環境」「目標」やこの仕事
は理念や目標が自分にあっており，意欲的に頑張りたいと思っているが，このまま
続けていいのだろうかという不安や迷いが推測される。今後の社会現状，職場環境
や状況の変化で変動する可能性は高い。  
「現在の収入は、生活をしていくのには十分である」対する不満足はあるが、それ
が、帰属意識には結びつかない。それ以上に「職務内容」にやりがいとほこりを持っ
ている。 
【発表計画】  
26 年度介護福祉教育学会  
 
 
 
 
 
提出締め切り： 2014 年 4 月 30 日（水）17 時 
提出先：研究費専用メールアドレス（ kenkyuhi@seirei.ac.jp） 
